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【 和 文 要 旨 】  
目 的  
保 健 師 に 活 動 の 対 象 と め ざ す 成 果 の 記 述 を 求 め ， 活 動 計
画 等 の 説 明 に 必 要 な 構 文 の 要 素 （ 活 動 の 対 象 ， 成 果 の 内
容 ， 時 間 ， 程 度 ） の 有 無 と そ の 内 容 の 実 態 を 検 討 す る 。  
方 法  
無 作 為 抽 出 し た 全 国 自 治 体 の 常 勤 保 健 師 を 対 象 に ， 平 成
2 2 年 1 1～ 1 2 月 に 自 記 式 質 問 紙 調 査 を 行 っ た 。 活 動 の 対
象 と め ざ す 成 果 の 記 述 は 構 文 完 成 型 設 問 で 求 め ， 各 要 素
の 有 無 別 の 人 数 分 布 と 記 述 内 容 ， 一 連 の 記 述 内 で の 要 素
の 「 記 述 あ り 」 を 合 計 し た 要 素 数 （ 要 素 数 4， 要 素 数 3，
要 素 数 2， 要 素 数 1， 要 素 数 0） 別 の 人 数 分 布 ， 要 素 数 と
属 性 （ 保 健 師 経 験 年 数 ， 所 属 ） と の 統 計 的 関 連 を 確 認 し
た 。 各 要 素 の 記 述 内 容 は ， 類 似 す る 意 味 毎 に 分 類 し ， 分
析 し た 。  
結 果  
調 査 票 配 布 数 1 , 6 1 5，回 収 数 1 , 0 8 8（ 6 7 . 4 %），有 効 回 答 数
9 6 1（ 5 9 . 5 %）で あ っ た 。活 動 の 対 象 の 要 素 の「 記 述 あ り 」
は 8 1 . 0 %，成 果 の 内 容 の 要 素 は 5 8 . 8 %，時 間 の 要 素 は 3 . 4 %，
程 度 の 要 素 は 1 8 . 5 %で あ っ た 。 そ の 記 述 内 容 は ， 活 動 の
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対 象 の 要 素 は 特 定 の 属 性 や 範 囲 ， 成 果 の 内 容 の 要 素 は 健
康 指 標 や 行 動 変 容 等 に 関 す る 具 体 的 な 健 康 課 題 等 ， 時 間
の 要 素 は 年 度 や 年 数 な ど の 期 限 等 ， 程 度 の 要 素 は 全 ・ 無
お よ び 特 定 の 率 ・ 割 合 ・ 数 等 で あ っ た 。「 記 述 な し 」に 該
当 し た 内 容 は ， 抽 象 的 な ビ ジ ョ ン で あ る か ， 活 動 の 対 象
の 成 果 で は な く 自 分 自 身 の 活 動 内 容 や 状 態 を 表 す も の が
多 か っ た 。 要 素 数 別 の 結 果 は ， 要 素 数 4 が 2 . 4 %， 要 素 数
3 が 1 5 . 6 %， 要 素 数 2 が 3 3 . 8 %， 要 素 数 1 が 3 7 . 7 %， 要 素
数 0 が 1 0 . 5 %で あ り ， 要 素 数 の 減 少 に お い て 主 に 時 間 ，
程 度 ， 成 果 の 内 容 ， 活 動 の 対 象 の 順 に 要 素 が 欠 落 す る 傾
向 が 観 察 さ れ た 。 要 素 数 4 の 保 健 師 は 保 健 師 経 験 年 数 が
最 も 長 く ， 所 属 は 都 道 府 県 で の 割 合 が 高 か っ た が ， 要 素
数 別 の 相 関 比 お よ び 連 関 係 数 は 0 . 1 未 満 で あ っ た 。  
結 論  
保 健 師 に よ る 活 動 の 対 象 と め ざ す 成 果 の 記 述 に お い て ，
構 文 の 要 素 を 全 て 含 む も の は わ ず か で あ り ， と り わ け 時
間 お よ び 程 度 の 要 素 の 記 述 が 少 な か っ た 。 要 素 の 記 述 が
な い 場 合 ， 抽 象 的 あ る い は 保 健 師 活 動 実 績 を 表 す 内 容 が
多 か っ た 。 保 健 師 に は ， 対 象 の 具 体 的 な 健 康 課 題 等 の 成
果 の 内 容 と ， そ の 達 成 時 期 お よ び 数 量 的 な 程 度 を 記 述 す
る こ と に 課 題 が あ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  
 
【 英 文 要 旨 】  
O b j e c t i v e s :  
T h i s  s t u d y  e x a m i n e d  t h e  s e n t e n c e s  t h a t  p u b l i c  
h e a l t h  n u r s e s  ( P H N s )  u s e  t o  d e s c r i b e  “ h e a l t h c a r e  
t a r g e t s  a n d  r e s u l t s” ;  h o w  t h e y  u s e  t h e  f o u r  
c o m p o n e n t s — t a r g e t ,  r e s u l t ,  t e r m ,  a n d  a c h i e v e m e n t  
d e g r e e — n e c e s s a r y  f o r  e x p l a i n i n g ,  f o r  e x a m p l e ,  a  
p l a n  f o r  h e a l t h c a r e  a c t i v i t i e s ;  a n d  w h a t  k i n d  o f  
c o n t e n t s  t h e y  d e s c r i b e .  
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M e t h o d s :  
T h e  p a r t i c i p a n t s  w e r e  f u l l - t i m e  P H N s  w o r k i n g  a t  
r a n d o m l y  c h o s e n  p r e f e c t u r a l  p u b l i c  h e a l t h  c e n t e r s  
o r  m u n i c i p a l  h e a l t h  c e n t e r s .  Q u e s t i o n n a i r e s  w e r e  
d i s t r i b u t e d  b y  m a i l ,  a n d  t h e  s u b j e c t s  w e r e  a s k e d  t o  
g i v e  a  s e n t e n c e  d e s c r i b i n g  “ h e a l t h c a r e  t a r g e t s  a n d  
r e s u l t s .”  T h e  c o n t e n t s  o f  t h e  s e n t e n c e s  w e r e  
e x a m i n e d ,  f o u r  c o m p o n e n t s  w e r e  e x t r a c t e d ,  a n d  t h e  
s e n t e n c e s  w e r e  c l a s s i f i e d  b y  t h e i r  c o n t e n t s .  
D e p e n d i n g  o n  t h e  n u m b e r  o f  c o m p o n e n t s ,  t h e  
s e n t e n c e s  w e r e  c l a s s i f i e d  i n t o  f i v e  g r o u p s :  4 ,  3 ,  
2 ,  1 ,  a n d  0 .  W e  a s c e r t a i n e d  t h e  r a t i o  o f  e a c h  
c o m p o n e n t  a n d  g r o u p ,  a n d  t h e  c o m b i n a t i o n s  o f  
c o m p o n e n t s  i n  s e n t e n c e s .  R e l a t e d  f a c t o r  m e a s u r e s  
w e r e  y e a r s  o f  P H N  e x p e r i e n c e  a n d  m u n i c i p a l i t y .  
 
R e s u l t s :  
O f  t h e  1 , 6 1 5  p a r t i c i p a n t s ,  1 , 0 8 8  ( 6 7 . 4 % )  r e s p o n d e d ,  
a n d  9 6 1  ( 5 9 . 5 % )  r e s p o n s e s  w e r e  v a l i d .  T h e  r a t i o  o f  
s e n t e n c e s  e x p r e s s i n g  “ t a r g e t”  w a s  8 1 . 0 % ,  “ r e s u l t”  
w a s  5 8 . 8 % ,  “ t e r m”  w a s  3 . 4 % ,  a n d  “ a c h i e v e m e n t  
d e g r e e”  w a s  1 8 . 5 % .  M o s t  o f  t h e  a n s w e r s  f o r  “ t a r g e t”  
e x p r e s s e d  a t t r i b u t e s .  T h e  a n s w e r s  f o r  “ r e s u l t”  
e x p r e s s e d  n o t  o n l y  s p e c i f i c  i n d i c a t o r s  o f  a c t i v i t y  
o r  h e a l t h ,  b u t  a l s o  a  g e n e r a l  v i s i o n  o r  o u t p u t  ( n o t  
t h e  r e s u l t s  l i k e  o u t c o m e )    o f  t h e  p r o c e s s  o f  P H N s’  
h e a l t h c a r e  a c t i v i t i e s .  T h e  a n s w e r s  f o r  “ t e r m”  
e x p r e s s e d  t h e  t i m e  l i m i t  o f  t h e  e v a l u a t i o n ,  a n d  
t h o s e  f o r  “ a c h i e v e m e n t  d e g r e e”  e x p r e s s e d  a  
s p e c i f i c  r a t e ,  r a t i o ,  o r  n u m b e r .  W i t h i n  e a c h  
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c o m p o n e n t  g r o u p ,  t h e  s e n t e n c e s  w e r e  c l a s s i f i e d  a s  
f o l l o w s :  G r o u p  4  ( 2 . 4 % ) ,  G r o u p  3  ( 1 5 . 6 % ) ,  G r o u p  2  
( 3 3 . 8 % ) ,  G r o u p  1  ( 3 7 . 7 % ) ,  a n d  G r o u p  0  ( 1 0 . 5 % ) ,  w h i c h  
w e r e  f o u n d  t o  l a c k  t h e  c o m p o n e n t  “ t e r m ,”  
“ a c h i e v e m e n t  d e g r e e ,”  “ r e s u l t ,”  a n d  “ t a r g e t”  
r e s p e c t i v e l y .  T h e  r a t i o  o f  G r o u p  4  i n c r e a s e d  w i t h  
m o r e  y e a r s  o f  P H N  e x p e r i e n c e  a n d  l a r g e r  
m u n i c i p a l i t y ,  b u t  t h e r e  w e r e  n o  s i g n i f i c a n t  
d i f f e r e n c e s .  
 
C o n c l u s i o n :  
A  f e w  o f  t h e  P H N s’  s e n t e n c e s  d e s c r i b e d  a l l  t h e  
c o m p o n e n t s  o f  “ h e a l t h c a r e  t a r g e t s  a n d  r e s u l t s ,”  
a n d  t h e  f e w e s t  d e s c r i b e d  “ t e r m”  a n d  “ a c h i e v e m e n t  
d e g r e e .”  I n  a d d i t i o n ,  t h e s e  s e n t e n c e s  e x p r e s s e d  
a b s t r a c t  c o n t e n t s  o r  t h e  p r o c e s s  o f  P H N s’  
h e a l t h c a r e  a c t i v i t i e s .  P H N s  s h o u l d  b e  a b l e  t o  
d e s c r i b e  t h e  t a r g e t’ s  s p e c i f i c  h e a l t h  i s s u e ,  t h e  
t i m e  l i m i t  f o r  s o l u t i o n ,  a n d  n u m e r i c a l  t a r g e t  
r e s u l t s .  
 
【 本 文 】  
Ⅰ 緒 言  
近 年 ， 自 治 体 の 保 健 師 が 直 面 す る 健 康 課 題 は ， 虐 待 や
自 殺 ， 健 康 危 機 ， 生 活 習 慣 病 ， 認 知 症 な ど 多 様 で 複 雑 で
あ る 。 保 健 師 は ， こ れ ら を 解 決 す る た め に ， 健 康 課 題 の
明 確 化 か ら 計 画 ， 実 施 ， 評 価 に 至 る 活 動 を 適 切 か つ 系 統
的 に 展 開 し ， そ れ ら の 過 程 に お い て ， 適 宜 ， 地 域 の 住 民
や 関 係 者 へ の 説 明 責 任 を 果 た す こ と が 求 め ら れ る 。 こ の
際 ， と り わ け ， ど ん な 対 象 に ， ど ん な 良 い 結 果 を も た ら
す こ と を め ざ す 活 動 な の か ， つ ま り ， 活 動 の 対 象 と め ざ
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す 成 果 を 明 確 に 記 述 し ， 説 明 す る こ と は 非 常 に 重 要 な こ
と で あ る 。  
米 国 で は 1 9 7 9 年 よ り ， 対 象 別 に 目 標 値 を 定 め た 包 括
的 な 保 健 計 画 ヘ ル シ ピ ー プ ル が 開 始 さ れ ， そ れ は そ の 後
世 界 の 潮 流 と な り ， 我 が 国 の 健 康 日 本 2 1 の 計 画 に も 波
及 し た 1 ）。 こ れ ら の 計 画 の 記 載 内 容 を 見 る と ， ど ん な 対
象 に ど ん な 良 い 結 果 を も た ら す か に 当 た る 記 述 に は ， 少
な く と も ， 誰 に 対 し て ， 何 を ／ い つ ま で に ・ ど の 程 度 ／
達 成 す る の か と い う 要 素 が 必 要 で あ る こ と が 分 か る 。  
先 行 研 究 で は ， 既 出 の 保 健 師 の 活 動 計 画 書 や 評 価 に お
い て ，目 標 の 記 述 に 課 題 が あ る こ と が 報 告 さ れ て い る 2 ，
3 ）。 し か し ， 保 健 師 が 日 頃 の 業 務 に つ い て 活 動 の 対 象 と
め ざ す 成 果 の 説 明 を 求 め ら れ た 時 に ， 実 際 に ど の よ う に
記 述 す る の か と い う 実 態 を 調 査 し た 研 究 は 見 当 た ら な い 。 
そ こ で ， 本 研 究 の 目 的 は ， 保 健 師 に 活 動 の 対 象 と め ざ
す 成 果 の 記 述 を 求 め ， 活 動 計 画 等 の 説 明 に 必 要 な 要 素 の
有 無 と 記 述 内 容 の 実 態 を 検 討 す る こ と と し た 。 こ れ に よ
っ て ， 保 健 師 が 業 務 お よ び 活 動 の 目 的 や 目 標 を 明 確 に 記
述 し ， 説 明 す る た め の 示 唆 が 得 ら れ る と 考 え た 。  
 
Ⅱ 研 究 方 法  
1． 研 究 デ ザ イ ン  
 研 究 デ ザ イ ン は 記 述 研 究 で あ り ， 横 断 調 査 を 行 っ た 。  
 
2． 用 語 の 定 義  
1 ） 活 動 の 対 象  
活 動 の 対 象 と は ， あ ら ゆ る ラ イ フ ス テ ー ジ に あ る ， す
べ て の 健 康 レ ベ ル の 個 人 と 家 族 ， お よ び そ の 人 々 が 生 活
し 活 動 す る 集 団 ，組 織 ，地 域 な ど の コ ミ ュ ニ テ ィ で あ り ，
支 援 の 対 象 と 取 り 巻 く 環 境 の 双 方 を 含 む 。操 作 的 定 義 は ，
働 き か け る 特 定 の 属 性 や 範 囲 を 表 す も の と す る 。  
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2 ） め ざ す 成 果  
め ざ す 成 果 と は ， 活 動 の 対 象 に お け る 健 康 課 題 等 の 解
決 ・ 改 善 な ど の 結 果 で あ り ， 目 的 ・ 目 標 を 達 成 し た 状 態
の こ と で あ る 。 操 作 的 定 義 は ， い つ ま で に ， ど の 程 度 ，
ど の よ う な 成 果 の 内 容 を 達 成 す る の か を 表 す も の と す る 。 
 
3． 調 査 方 法  
1 ） 対 象  
対 象 は ， 全 国 の 自 治 体 よ り 無 作 為 に 抽 出 し た 施 設 に 常
勤 す る 保 健 師 全 員 で あ る 。 保 健 師 が 勤 務 す る 施 設 の サ ン
プ リ ン グ は ， 全 国 保 健 師 長 会 名 簿 （ 許 可 を 得 て 使 用 ） と
全 国 市 町 村 要 覧 2 0 0 9 を 用 い て ， 地 域 や 保 健 師 の 勤 務 先
に 偏 り が な く 1 , 5 0 0 人 を 目 安 に 抽 出 さ れ る よ う に 層 化 多
段 抽 出 を 行 っ た 。ま ず ，平 成 2 1 年 度 の 保 健 師 活 動 領 域 調
査 の 常 勤 保 健 師 数 よ り ， 都 道 府 県 ， 保 健 所 設 置 市 ・ 特 別
区（ 以 下 政 令 市 等 ），市 町 村 別 の 割 合 を 算 出 し（ 順 に 1 6 % ，
2 4 % ， 6 0 % ）， そ の 割 合 で 都 道 府 県 毎 の 抽 出 対 象 数 を 決 定
し た 。 そ し て ， そ の 数 に 達 す る ま で 施 設 の 無 作 為 抽 出 を
行 っ た 。 こ の 際 ， 各 施 設 の 保 健 師 数 は ， 都 道 府 県 と 政 令
市 等 で は 1 施 設 の 平 均 就 業 者 数 ， 市 町 村 で は 保 健 師 1 人
当 た り の 担 当 す る 人 口 規 模 に 応 じ て 概 算 し た 。  
2 ） 方 法 ・ 期 間  
調 査 方 法 は 無 記 名 の 自 記 式 質 問 紙 調 査 で あ り ， 調 査 期
間 は 平 成 2 2 年 1 1 月 か ら 1 2 月 で あ っ た 。 調 査 票 は 調 査
施 設 の 保 健 師 代 表 者 あ て に 郵 送 し ， 所 属 長 と 保 健 師 代 表
者 あ て の 依 頼 文 に よ っ て ， 常 勤 の 保 健 師 へ の 調 査 協 力 依
頼 文 書 ， 倫 理 的 配 慮 の 説 明 文 ， 調 査 票 お よ び 返 送 用 封 筒
を 配 布 す る よ う 求 め た 。 調 査 票 の 回 収 は ， 調 査 対 象 が 個
別 に 返 送 す る 形 態 と し ， 調 査 票 の 返 送 を も っ て 承 諾 を 得
た も の と し た 。  
3 ） 調 査 内 容 と 方 法  
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調 査 内 容 は ， 対 象 の 属 性 （ 年 齢 ， 保 健 師 経 験 年 数 ： 以
下 経 験 年 数 ，所 属 の 設 置 主 体 ： 以 下 所 属 ，役 職 ），活 動 の
対 象 と め ざ す 成 果 の 記 述 で あ っ た 。  
 こ れ ら は ， 構 文 完 成 型 の 設 問 を 設 け て 収 集 し た 。 保 健
師 の 記 述 を 面 接 で な く こ の 方 法 で 収 集 し た 理 由 は ， よ り
多 く の 対 象 の 記 述 を 簡 便 に か つ 客 観 的 に 収 集 で き る 利 点
に よ る 。 設 問 は ， 日 頃 の 担 当 業 務 や 地 区 活 動 に お い て ，
「 私 は 保 健 師 と し て [ 記 述 欄 Ⅰ ： ど ん な 対 象 に ] ， [ 記 述 欄
Ⅱ：ど ん な 良 い 結 果 を も た ら す ] こ と を め ざ し て 仕 事 を し
て い る か 」 で あ り ， 上 位 3 位 ま で の 記 述 を 求 め た 。 記 入
欄 は ，「 活 動 の 対 象 」と「 め ざ す 成 果 」 に つ い て 記 入 漏 れ
を 防 ぐ た め に ， 2 区 分 と し た 。 記 述 欄 の 前 に は ， 具 体 的
な 2 つ の 記 述 例 を 示 し た 。 こ れ ら は ， 保 健 師 の 実 務 に 関
連 の な い 領 域 を 扱 い ， 調 査 対 象 が 例 文 の 内 容 に 影 響 さ れ
ず に ， 構 文 完 成 に 必 要 な 要 素 を 自 分 で 考 え ， 記 述 で き る
よ う 考 慮 し た 。記 述 例 1 は「 私 は 警 察 官 と し て [ 担 当 地 域
に お い て ] [ 5 年 後 ， 万 引 き 発 生 件 数 を ゼ ロ に す る ] こ と を
め ざ し て 仕 事 を し て い る 」，記 入 例 2 は「 私 は 教 員 と し て
[ 本 学 4 年 生 の ]  [ 国 家 試 験 合 格 率 を ， 毎 年 1 0 0 % に す る ]
こ と を め ざ し て 仕 事 を し て い る 」 で あ る 。 こ れ ら の 例 文
は ， 構 文 の 要 素 と し て ， 記 述 欄 Ⅰ に ① 活 動 の 対 象 ， 記 述
欄 Ⅱ に は め ざ す 成 果 の ， ② 成 果 の 内 容 ， ③ 時 間 ， ④ 程 度
を 含 む 内 容 と し た 。 設 問 お よ び 2 つ の 記 述 例 の 設 定 の 妥
当 性 を 確 保 す る た め ， 著 者 ら 3 人 の 他 に ， 保 健 学 ， 看 護
学 の 博 士 号 を 有 し ， 公 衆 衛 生 看 護 学 の 教 育 ・ 研 究 の 経 験
が 5 年 以 上 あ る 研 究 者 3 人 を 含 め て 検 討 し た 。  
 
4． 分 析 方 法  
1 ） 各 要 素 の 有 無 別 の 分 析  
構 文 の 要 素 の 記 述 の 実 態 を 確 認 す る た め ， ま ず 保 健 師
が 記 述 し た 構 文 を 熟 読 し ，① 活 動 の 対 象 ，② 成 果 の 内 容 ，
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③ 時 間 ， ④ 程 度 の 要 素 別 に ，「 記 述 あ り 」 に 1 ，「 記 述 な
し 」 に 0 を 配 し た 。 ① 活 動 の 対 象 の 要 素 の 「 記 述 あ り 」
は ， 特 定 の 対 象 の 属 性 や 範 囲 の 記 述 が あ る （ 住 民 ， 地 域
な ど で は な く ， 母 親 ， 結 核 患 者 ， 担 当 地 域 ， 本 市 の 住 民
な ど の 記 述 が あ る ）， ② 成 果 の 内 容 の 要 素 は ，「 何 が ど う
な る（ 何 を ど う す る ）」と い う 健 康 課 題 等 の 解 決 ・ 改 善 を
記 述 し て い る（ ○ ○ が 増 加 す る ・ 減 少 す る な ど ），③ 時 間
の 要 素 は ，「 い つ （ い つ ま で ）」 と い う 成 果 の 期 限 ・ 期 間
の 数 量 的 な 記 述 が あ る （ ○ 年 後 ， 平 成 ○ 年 ， 毎 年 な ど ），
④ 程 度 に お い て ，「 ど の く ら い 」 と い う 成 果 の 率 ・ 割 合 ・
数 の 数 量 的 な 記 述 が あ る（ ○ % ，○ 人 な ど ）と し ，判 断 し
た 。 次 に ， 各 要 素 の 記 述 の 有 無 別 の 人 数 分 布 と 記 述 内 容
を 分 析 し た 。 要 素 の 記 述 の 有 無 の 判 断 は ， 保 健 師 経 験 が
あ り ， 公 衆 衛 生 看 護 の 教 育 ・ 研 究 に 9 年 以 上 の 経 験 を 持
つ 著 者 3 人 に よ っ て 検 討 し た 。信 頼 性 を 確 保 す る た め に ，
始 め に 上 に 記 し た 要 素 の 有 無 の 判 断 基 準 を ， デ ィ ス カ ッ
シ ョ ン を 行 い 作 成 し ， そ れ に 基 づ い て ， 各 自 が 個 々 に 判
断 し た 。そ の 後 筆 頭 者 が デ ー タ を 統 合 し て 2 人 に 提 示 し ，
各 自 が 再 検 討 す る 手 続 き を 3 回 繰 り 返 し た 。  
2 ） 記 述 内 の 要 素 数 別 の 分 析  
活 動 の 対 象 と め ざ す 成 果 の 一 連 の 記 述 の 実 態 を 確 認 す
る た め ， 要 素 の 「 記 述 あ り 」 の 合 計 数 を 記 述 内 の 要 素 数
と し ， 記 述 を 分 類 し た 。 す べ て の 要 素 が 「 記 述 あ り 」 で
あ れ ば 要 素 数 4 ， 3 つ で あ れ ば 要 素 数 3 ， 2 つ で あ れ ば 要
素 数 2 ，1 つ で あ れ ば 要 素 数 1 ，0 で あ れ ば 要 素 数 0 と し ，
要 素 数 別 の 人 数 分 布 を 確 認 し た 。 そ の 際 ， 要 素 数 3 と 要
素 数 2 ， 要 素 数 1 で は ， 要 素 の 組 み 合 わ せ が 複 数 生 じ た
た め ， 組 み 合 わ せ 毎 の 人 数 分 布 も 確 認 し た 。 ま た ， 要 素
数 を カ テ ゴ リ ー 変 数 と し て ， 属 性 の 分 布 と の 関 連 を 確 認
し た 。 経 験 年 数 は ， 要 素 数 別 で の 分 布 に 正 規 性 が 認 め ら
れ な か っ た た め ， 中 央 値 お よ び 2 5 ‐ 7 5 パ ー セ ン タ イ ル
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値 を 確 認 し ， 関 連 は 相 関 比 を 検 討 し た 。 ま た ， 所 属 に お
け る 要 素 数 別 の 割 合 を 確 認 し ， 関 連 は C r a m e r の 連 関 係
数 を 検 討 し た 。 所 属 は ， 保 健 師 の 専 門 能 力 に 関 す る 先 行
研 究 4 ) で 用 い ら れ て い る 分 類 を 使 用 し た 。  
統 計 解 析 ソ フ ト は ， S P S S  S t a t i s t i c s 2 0 と エ ク セ ル 統
計 2 0 1 2 を 使 用 し た 。  
 
5． 倫 理 的 配 慮  
本 研 究 は ,  岡 山 大 学 大 学 院 保 健 学 研 究 科 看 護 学 分 野 倫
理 審 査 委 員 会 の 承 認 を 得 て 行 っ た  ( 承 認 番 号 T 1 0 - 0 6 ，
2 0 1 0 年 5 月 1 8 日 ) 。対 象 へ の 調 査 協 力 依 頼 は ，研 究 の 目
的 と 意 義 お よ び 倫 理 的 配 慮 を 記 載 し た 依 頼 文 を 用 い ， 調
査 票 の 返 送 を も っ て 同 意 と み な す こ と を 明 示 し た 。 倫 理
的 配 慮 と し て は ， 調 査 協 力 の 自 由 ， プ ラ イ バ シ ー お よ び
個 人 情 報 の 保 護 ， 調 査 票 記 載 に 要 す る 労 力 と 時 間 ， デ ー
タ の 管 理 方 法 と 結 果 の 公 表 方 法 に つ い て 明 記 し た 。  
 
Ⅲ 研 究 結 果  
1． 調 査 票 の 回 収 状 況 と 分 析 対 象 の 属 性  
 調 査 票 の 配 布 は 4 7 都 道 府 県 す べ て に 行 わ れ ， 配 布 数
（ 施 設 数 ） は 都 道 府 県 2 1 8 （ 1 0 3 ）， 政 令 市 等 3 7 5 （ 3 2 ），
市 町 村 1 , 0 2 2（ 1 1 6 ）， 合 計 1 , 6 1 5（ 2 5 1 ） で あ っ た 。 回 収
数（ 回 収 率 ）は 1 , 0 8 8（ 6 7 . 4 % ），こ の う ち 有 効 回 答 数（ 有
効 回 答 率 ）は 9 6 1（ 5 9 . 5 % ）で あ っ た 。構 文 完 成 型 設 問 で
は 記 述 欄 を 3 つ 設 け た が ， 第 2 位 ， 第 3 位 の 記 述 欄 の 未
記 入 が 多 か っ た た め ， 第 1 位 に 記 載 が あ る も の を 有 効 回
答 と し た 。  
 分 析 対 象 の 属 性 は 表 1 の と お り で あ っ た 。 性 別 は 女 性
が 9 4 2 人 （ 9 8 . 0 % ） と 大 部 分 を 占 め ， 平 均 年 齢 は 4 1 . 8 歳
（ ± 9 . 9 ， 最 小 2 2 ‐ 最 大 6 0 ） で あ っ た 。 経 験 年 数 は 平 均
1 7 . 9 年 （ ± 1 0 . 1 ， 最 小 0 ‐ 最 大 3 8 ） で あ り ， 所 属 は 市 町
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村 5 2 3 人（ 5 4 . 4 % ），政 令 市 等 2 8 0 人（ 2 9 . 1 % ），都 道 府 県
1 5 8 人（ 1 6 . 4 % ）で あ っ た 。役 職 は ス タ ッ フ 3 3 8 人（ 3 5 . 2 % ）
主 任 ・ 主 査 3 2 3 人 （ 3 3 . 6 % ）， 係 長 以 上 3 0 0 人 （ 3 1 . 2 % ）
で あ っ た 。  
 
2． 保 健 師 が 記 述 す る 活 動 の 対 象 と め ざ す 成 果 の 特 徴  
1 ） 各 要 素 の 有 無 別 の 人 数 分 布 と 記 述 内 容  
各 要 素 の 有 無 別 の 人 数 分 布 と 記 述 内 容 を 表 2 に 示 し た 。
活 動 の 対 象 の 要 素 の「 記 述 あ り 」は 7 7 8（ 8 1 . 0 % ）で あ っ
た 。そ の 記 述 内 容 は ，「 担 当 地 区 ・ 自 治 体 」が 4 8 . 8 % ，「 事
業 ・ 対 策 の 対 象 者 や 属 性 」 で あ る 特 定 健 診 対 象 者 ， 結 核
患 者 ， 精 神 障 害 者 ， 高 齢 者 ， 乳 幼 児 ， 子 育 て 家 庭 な ど が
4 0 . 6 % で あ り ，こ れ ら が 大 部 分 を 占 め て い た 。そ の 他 は ，
保 健 師 ， 部 下 ， 関 係 者 ， 学 生 な ど で あ っ た 。「 記 述 な し 」
は 1 8 3（ 1 9 . 0 % ）で あ り ，そ の 記 述 内 容 は「 不 特 定 な 対 象 」
で あ る 住 民 ， 地 域 な ど が 7 7 . 0 % ， 働 き か け る 対 象 で は な
い 「 自 分 自 身 や 業 務 名 等 」 が 2 3 . 0 % で あ っ た 。  
成 果 の 内 容 の 要 素 の「 記 述 あ り 」は 5 6 5（ 5 8 . 8 % ）で あ
っ た 。そ の 記 述 内 容 は ，「 健 康 指 標 の 向 上 」に 関 す る 死 亡
率 ， 罹 患 率 ， 介 護 認 定 率 ， 健 康 寿 命 な ど が 4 1 . 2 % ，「 行 動
変 容 」 に 関 す る 健 診 受 診 率 ， 喫 煙 率 ， 教 室 や 組 織 活 動 の
参 加 数 な ど が 2 9 . 4 % ，「認 知・知 識 等 の 向 上 」に 関 す る「 育
児 不 安 ，障 害 者 理 解 ，健 康 意 識 ，病 気 の 知 識 」な ど が 1 9 . 6 %
で あ り ，住 民 に 対 す る 成 果 が 大 部 分 を 占 め た 。「 記 述 な し 」
は 3 9 6 （ 4 1 . 2 % ） で あ り ，「 何 が 」 が な く 「 ど う な る 」 の
み の 記 述 で あ る 「 健 康 で 生 活 で き る ， 安 心 し て 育 児 が で
き る ，元 気 で 暮 ら せ る 町 」な ど が 5 1 . 3 % ，「 自 分 自 身 の 活
動 内 容 や 状 態 」 で あ る 「 健 康 課 題 の 把 握 ， 未 受 診 者 の 把
握 ， 家 庭 訪 問 の 実 施 ， 気 軽 に 相 談 し て も ら え る 」 な ど が
4 8 . 7 % で あ っ た 。  
時 間 の 要 素 の 「 記 述 あ り 」 は 3 3（ 3 . 4 % ） で あ り ， そ の
表 1  
表 2  
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記 述 内 容 は ，「 期 限 」 で あ る 「 Ｈ 2 3 年 度 ， 5 年 後 ， 3 ヶ 月
後 」 な ど が 7 2 . 7 % ，「 期 間 」 で あ る 「 毎 年 ， 年 間 」 な ど は
2 7 . 3 % で あ っ た 。「 記 述 な し 」は 9 2 8（ 9 6 . 6 % ）で あ っ た 。  
程 度 の 要 素 の 「 記 述 あ り 」 は 1 7 8（ 1 8 . 5 % ） で あ り ， そ
の 記 述 内 容 は ，「 全 ・ 無 の 率 ・ 割 合 ・ 数 」で あ る「 1 0 0 % ，
0 件 ， ゼ ロ 」 な ど が 5 7 . 9 % ，「 特 定 の 率 ・ 割 合 ・ 数 」 で あ
る 「 5 0 % ， 2 割 ， 1 割 以 上 ， 2 0 % → 3 0 % に ， 3 0 0 人 ， 3 ㎏ ，
1 年 」な ど が 4 2 . 1 % で あ っ た 。「 記 述 な し 」は 7 8 3（ 8 1 . 5 % ）
で あ っ た 。  
 
2 ） 記 述 内 の 要 素 数 別 の 人 数 分 布 お よ び 属 性 分 布 と の 関
連  
記 述 内 の 要 素 数 別 の 人 数 分 布 を 表 3 に 示 し た 。 要 素 数
4 は 最 も 少 な く 2 3 （ 2 . 4 % ） で あ っ た 。 要 素 数 3 は 1 5 0
（ 1 5 . 6 % ）で あ り ，最 も 多 い 要 素 の 組 み 合 わ せ は ，活 動 の
対 象 ・ 成 果 の 内 容 ・ 程 度 で あ り 1 4 0（ 9 3 . 3 % ）で あ っ た 。
要 素 数 2 は 3 2 5 （ 3 3 . 8 % ） で あ り ， 最 も 多 い 組 み 合 わ せ
は ，活 動 の 対 象 ・ 成 果 の 内 容 で あ り 3 1 3（ 9 6 . 3 % ）で あ っ
た 。要 素 数 1 は 3 6 2（ 3 7 . 7 % ）で あ り ，最 も 多 か っ た の は
活 動 の 対 象 の み で あ り 2 9 0（ 8 0 . 1 % ） で あ っ た 。 要 素 数 0
は 1 0 1 （ 1 0 . 5 % ） で あ っ た 。  
 記 述 内 の 要 素 数 と 属 性 分 布 と の 関 連 は ， 表 4 の と お り
で あ っ た 。 経 験 年 数 の 中 央 値 （ 2 2 - 7 5 パ ー セ ン タ イ ル ）
は 要 素 数 4 に お い て 2 2 （ 1 6 - 2 8 ） と 最 も 高 く ， 要 素 数 0
で 1 5（ 7 - 2 5 ）と 最 も 低 か っ た 。経 験 年 数 の 相 関 比 は 0 . 0 8 2
で あ っ た 。 所 属 別 で は ， 要 素 数 4 の 割 合 が 最 も 高 か っ た
の は 都 道 府 県 の 3 . 8 % で あ り ，要 素 数 0 の 割 合 が 最 も 高 か
っ た の は 市 町 村 の 1 2 . 0 % で あ っ た 。 所 属 別 で の 連 関 係 数
は 0 . 0 7 7 で あ っ た 。  
 
Ⅳ 考 察  
表 3  
表 4  
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1． 分 析 対 象 の 特 性  
本 調 査 の 対 象 は 無 作 為 抽 出 し た 保 健 所 ・ 保 健 セ ン タ ー
の 常 勤 保 健 師 で あ り ， 回 収 率 が 6 7 . 4 % と 高 く ， 有 効 回 答
数 も 9 6 1 と 分 析 に 十 分 な 数 で あ っ た 。 ま た ， 平 均 年 齢 は
4 1 . 8 歳 で あ り ， 調 査 時 直 近 の 平 成 2 2 年 度 の 衛 生 行 政 報
告 ・ 就 業 保 健 師 年 齢 階 級 別 統 計 （ 大 臣 官 房 統 計 情 報 部 人
口 動 態 ・ 保 健 統 計 課 保 健 統 計 室 ） か ら 概 算 し た 平 均 年 齢
4 0 . 8 歳 と も ほ ぼ 等 し く ，母 集 団 の 代 表 性 を 確 保 し て い る
と 考 え ら れ た 。  
2． 記 述 内 の 要 素 の 特 徴 と 課 題  
約 8 割 の 保 健 師 が ， 活 動 の 対 象 の 要 素 と し て ， 特 定 の
属 性 や 範 囲 を 記 述 し て い た 。 そ の 理 由 は ， 活 動 の 対 象 が
担 当 す る 地 区 や 業 務 の 枠 組 み に お い て 特 定 で き ， 記 述 が
容 易 で あ っ た た め と 考 え ら れ る 。一 方 ，「 記 述 な し 」の 中
に は ， 不 特 定 な 対 象 の 記 述 だ け で な く ， 自 分 自 身 や 業 務
名 等 の 記 述 が あ っ た 。 こ の 場 合 ， 記 入 す べ き 内 容 自 体 が
保 健 師 に 十 分 理 解 さ れ て い な か っ た 可 能 性 が あ る 。  
成 果 の 内 容 の 要 素 の 記 述 が あ っ た の は 約 6 割 で あ り ，
活 動 の 対 象 の 要 素 に 比 べ て 2 割 程 度 少 な か っ た 。「 記 述
あ り 」 の 多 く は ， 健 康 指 標 や 行 動 変 容 等 に 関 す る 具 体 的
な 健 康 課 題 等 が 記 述 さ れ て い た が ，「 記 述 な し 」で は ，健
康 課 題 等 が 何 で あ る か の 記 述 が な く 抽 象 的 な ， 状 態 の み
の 内 容 で あ る か ， 自 分 自 身 の 活 動 内 容 や 状 態 を 表 す も の
で あ っ た 。 こ れ ら の 結 果 か ら ， 保 健 師 が 活 動 の 対 象 を 特
定 し て い て も ， 健 康 課 題 等 が 不 明 確 で あ る こ と や ， 保 健
師 の 活 動 実 績 目 標 の 表 現 に な る 場 合 が あ る こ と が 示 唆 さ
れ た 。 健 康 課 題 等 を 明 確 に す る た め の 方 法 で あ る 地 域 ア
セ ス メ ン ト 等 の 研 究 で は ， 情 報 収 集 後 の 分 析 の 困 難 さ や
時 間 の 確 保 等 の 課 題 が 報 告 さ れ て い る 5 ， 6 ）。 ま た ， 計 画
策 定 を 経 験 し た 保 健 師 が ， 日 頃 は 「 円 滑 に 担 当 業 務 を 遂
行 す る 縦 割 り 目 標 に 終 始 し が ち 」 で あ る こ と を 報 告 し て
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い る 7 ）。 保 健 師 の 活 動 範 囲 が 拡 大 す る 中 で 8 ）， 健 康 課 題
等 を 明 確 に し ，対 象 主 体 の 成 果 を 適 切 に 記 述 す る た め に ，
ア セ ス メ ン ト か ら 計 画 策 定 に 至 る 技 術 の 向 上 お よ び 技 術
を 発 揮 で き る 機 会 を つ く る こ と が ， 今 後 も 必 要 で あ る と
考 え る 。  
時 間 の 要 素 の 記 述 が あ っ た の は 5 % に 満 た ず ， と り わ
け 少 な か っ た 。 記 述 内 容 の ほ と ん ど は ， H 2 3 年 度 ， 5 年
後 ， 1 0 年 後 な ど ，施 策 の 計 画 や 評 価 の 節 目 で 用 い ら れ る
期 限 9 ， 1 0 ） を 記 述 し て い た 。 す な わ ち ， 時 間 の 要 素 を 記
述 し て い る 保 健 師 は ， め ざ す 成 果 の 達 成 に 向 け た 計 画 お
よ び 評 価 計 画 に 基 づ く 業 務 や 活 動 に 取 り 組 ん で い る こ と
が 推 察 さ れ ， 一 方 で は ， 多 く の 保 健 師 が そ の よ う な 状 況
に な い 実 態 が 危 惧 さ れ る 結 果 で あ っ た 。 記 述 が 少 な か っ
た 背 景 と し て ， ま ず ， 保 健 師 が 直 面 す る 健 康 課 題 等 が 複
雑 で あ り ， 多 様 な 関 係 者 が 関 与 す る た め ， 解 決 ・ 改 善 の
予 測 は 容 易 で な い と 考 え ら れ る 。ま た ，保 健 師 の 活 動 は ，
健 康 課 題 を 住 民 や 関 係 者 と 共 有 し ， 解 決 ・ 改 善 の た め の
取 組 の 理 解 を 進 め る 計 画 前 の 段 階 を 含 む た め 1 1 ），時 間 の
要 素 の 設 定 に 至 っ て い な い 場 合 が 考 え ら れ る 。 さ ら に ，
地 方 計 画 等 の ビ ジ ョ ン や 公 衆 衛 生 関 連 の 計 画 が 抽 象 的 で
あ り 1 2 ， 1 3 ）， 職 員 の 具 体 的 指 針 と し て 共 有 さ れ に く く な
る な ど の 課 題 が 指 摘 さ れ て い る こ と か ら ， 所 属 組 織 の 計
画 進 行 と 保 健 師 の 活 動 の 展 開 と の 関 連 が 認 識 で き な い 状
況 で あ る と も 考 え ら れ る 。 時 間 の 要 素 の 記 述 の 課 題 は ，
保 健 師 の 活 動 特 性 と ， 所 属 組 織 の 計 画 策 定 状 況 の 両 者 に
お け る 達 成 時 期 の 設 定 の 背 景 要 因 を 踏 ま え て 検 討 す る 余
地 が あ る 。  
程 度 の 要 素 の 記 述 も 2 割 に 満 た ず ， 極 め て 少 な い 結 果
で あ っ た 。 記 述 内 容 に は ， 全 ・ 無 だ け で な く 特 定 の 率 ・
割 合 ・ 数 を 具 体 的 に 表 し た も の が 4 割 程 度 あ り ， こ れ ら
は ， 健 康 課 題 等 に 関 す る ベ ー ス ラ イ ン ・ デ ー タ の 分 析 が
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な さ れ て い る こ と が 推 察 さ れ た 。 し か し ， こ の よ う な 記
述 内 容 は 全 体 の 中 で は わ ず か で あ り ， そ の 記 述 は 容 易 で
な い 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 先 行 研 究 で は ， 保 健 師 活 動 計
画 書 に 数 値 化 さ れ た 目 標 の 記 載 が 少 な い 2 ）， 保 健 師 は 成
果 を 数 値 で 表 わ す べ き と 認 識 し て い る が ， 実 際 に 数 値 で
表 わ し 評 価 す る こ と は 難 し い と 感 じ て い る 1 4 ） こ と な ど
が 報 告 さ れ て い る 。い ず れ も 調 査 対 象 や 方 法 は 異 な る が ，
保 健 師 が 数 値 を 用 い て 目 標 や 成 果 を 記 述 す る こ と に 課 題
が あ る 可 能 性 を 示 唆 し ， 本 調 査 の 結 果 も そ の 一 側 面 を 表
し て い る と 考 え ら れ る 。ま た ，保 健 師 の 業 務 や 活 動 に は ，
個 別 事 例 お よ び 小 集 団 へ の 支 援 や ， 新 た な 健 康 課 題 等 へ
の 介 入 お よ び シ ス テ ム 開 発 時 ， 革 新 的 で 複 雑 な プ ロ グ ラ
ム の 開 始 直 後 な ど ，対 象 の 認 知 や 状 態 を 定 性 的 に 分 析 し ，
評 価 す る こ と の 方 が 適 す る 1 5 ） も の を 含 ん で い る 。 し た
が っ て ， 本 調 査 の 結 果 は ， 取 り 上 げ た 業 務 や 活 動 が こ れ
ら に 該 当 し て い た 可 能 性 が あ る 。 し か し ， 数 量 的 な 分 析
が 必 要 ， あ る い は 可 能 で あ る に も か か わ ら ず 記 述 に 至 ら
な か っ た 場 合 も 考 え ら れ る 。 い ず れ の 背 景 も ， 本 調 査 で
は 不 明 で あ り ， 今 後 の 研 究 課 題 で あ る 。  
 
3． 記 述 内 の 要 素 数 別 の 特 徴 と 課 題  
記 述 内 の 要 素 数 別 の 結 果 は ，要 素 数 が 減 少 す る に つ れ ，
主 に 時 間 ， 程 度 ， 成 果 の 内 容 ， 活 動 の 対 象 の 要 素 の 順 に
欠 落 す る 傾 向 が み ら れ ， 各 要 素 の 記 述 の 少 な い 順 序 を 反
映 す る 結 果 で あ っ た 。 ま た ， 要 素 数 4 に 該 当 す る 保 健 師
は わ ず か で あ り ， 多 く の 保 健 師 が 4 つ の 要 素 を す べ て 含
ん で ， 活 動 の 対 象 と め ざ す 成 果 を 記 述 す る こ と が 容 易 で
な い 実 態 が 示 唆 さ れ た 。 要 素 数 は 経 験 年 数 や 所 属 と の 相
関 比 等 の 値 は 小 さ か っ た も の の ， 要 素 数 4 の 保 健 師 は 経
験 年 数 が 最 も 長 く ， 都 道 府 県 で の 割 合 が 高 い ， 反 対 に ，
要 素 数 0 は 経 験 年 数 が 最 も 短 く ， 市 町 村 で の 割 合 が 高 か
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っ た 。 新 任 期 で は ， 地 域 診 断 お よ び 保 健 統 計 や 保 健 事 業
結 果 等 に 関 連 す る 情 報 収 集 ・ 分 析 は ， 単 独 で で き る レ ベ
ル へ の 到 達 が 容 易 で な い こ と や 1 6 ）， 1 0 年 以 上 の 職 務 と
保 健 福 祉 計 画 策 定 経 験 の あ る 保 健 師 で も ， 疫 学 的 な 判 断
や デ ー タ 加 工 ， 評 価 計 画 の 困 難 度 は 高 い と い う 報 告 が あ
る 1 7 ）。こ れ ら の 技 術 は 活 動 の 対 象 と め ざ す 成 果 の 記 述 に
必 要 で あ り ， 一 定 の 経 験 年 数 と 継 続 的 な 研 鑚 を 要 す る と
考 え ら れ ，本 調 査 の 結 果 に 影 響 し た 可 能 性 は あ る 。ま た ，
所 属 の 結 果 に つ い て は ， 都 道 府 県 が 管 内 の 健 康 課 題 等 の
分 析 や 調 査 研 究 の 機 能 を 有 す る こ と か ら ， そ の 経 験 を 背
景 に 4 つ の 要 素 の 記 述 に 至 っ た 可 能 性 が あ る 。 一 方 ， 保
健 所 の 調 整 機 能 や 情 報 機 能 を 生 か し た 市 町 村 と の 協 働 に
お い て ， 都 道 府 県 お よ び 市 町 村 両 者 の 健 康 増 進 計 画 策 定
が 推 進 さ れ た 成 功 事 例 や 1 8 ），「 健 や か 親 子 2 1 」に 関 す る
母 子 保 健 統 計 情 報 の 定 期 的 な ま と め が で き て い な い 市 町
村 は ， 保 健 所 と の 連 携 が 希 薄 で あ る と い う 報 告 が あ る  
1 9 ）。 都 道 府 県 の 保 健 師 は ， 市 町 村 の 保 健 師 と と も に ， 活
動 の 対 象 と め ざ す 成 果 が 明 確 と な る よ う ， 管 内 の 情 報 提
供 で き て い る の か ， 市 町 村 は そ の 情 報 を 十 分 活 か し て い
る の か と い っ た ， 協 力 体 制 を 再 確 認 す る 余 地 が あ る と い
え る 。  
ま た ， 職 場 内 に お い て ， 計 画 立 案 の 過 程 で 目 的 や 目 標
を 適 切 に 記 述 で き る よ う な 手 順 や 記 録 様 式 が 定 め ら れ て
い る ， ま た ， 記 述 さ れ た 目 的 や 目 標 に 対 し て 上 司 等 の 指
導 が 得 ら れ ， 職 場 全 体 や 関 係 者 と 共 有 し 吟 味 で き る 仕 組
み が あ る な ど ， 実 務 で の 技 術 の 向 上 の 機 会 が 保 証 さ れ る
こ と が 望 ま し い と い え る 。  
 
4． 研 究 の 限 界 と 今 後 の 課 題  
本 研 究 で は ， 自 記 式 質 問 紙 調 査 に よ っ て ， 保 健 師 が 記
述 す る 活 動 の 対 象 と め ざ す 成 果 を 分 析 し た が ， 回 答 者 が
専 門 家 支 援
や 情 報 管 理
体 制 等 の 論
述 箇 所 を 削
除 し ま し た 。  
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実 際 の 活 動 に お い て ど の よ う に 記 述 し て い る か は 確 認 で
き な い 。 本 調 査 の 結 果 は ， 設 定 し た 記 述 内 の 要 素 の 有 無
に お い て 表 さ れ た 一 実 態 で あ り ， 定 性 的 な 分 析 が 適 す る
業 務 や 活 動 を 取 り 上 げ た 保 健 師 の 場 合 ， 記 述 が 困 難 で あ
っ た 可 能 性 が あ る 。 さ ら に ， 設 問 と 記 載 方 法 が 十 分 理 解
さ れ ず 記 述 し た ケ ー ス が 含 ま れ て い た 可 能 性 が あ る 。 こ
れ ら は ， 本 研 究 の 限 界 で あ り ， 今 後 ， 活 動 の 対 象 と め ざ
す 成 果 の 記 述 に 至 る 過 程 を 含 む 詳 細 な 調 査 を 重 ね る 必 要
が あ る 。  
  
Ⅴ 結 語  
保 健 師 に ， 活 動 の 対 象 と め ざ す 成 果 の 記 述 を 求 め ， 活
動 計 画 等 の 説 明 に 必 要 な 構 文 の 要 素 （ 活 動 の 対 象 ， 成 果
の 内 容 ， 時 間 ， 程 度 ） の 有 無 と そ の 内 容 の 実 態 を 検 討 し
た 。 活 動 の 対 象 の 要 素 の 「 記 述 あ り 」 は 約 8 割 で あ っ た
が ，成 果 の 内 容 の 要 素 は 約 6 割 ，時 間 の 要 素 は 5 % 未 満 ，
程 度 の 要 素 は 約 2 割 で あ っ た 。 そ れ ら の 記 述 内 容 は ， 活
動 の 対 象 の 要 素 は 特 定 の 属 性 や 範 囲 ， 成 果 の 内 容 の 要 素
は 健 康 指 標 や 行 動 変 容 等 に 関 す る 具 体 的 な 健 康 課 題 等 ，
時 間 の 要 素 は 年 度 や 年 数 な ど の 期 限 等 ，程 度 の 要 素 は 全・
無 お よ び 特 定 の 率・割 合・数 等 を 表 し て い た 。「 記 述 な し 」
に 該 当 し た 記 述 内 容 は ， 抽 象 的 な ビ ジ ョ ン で あ る か ， 活
動 の 対 象 の 成 果 で は な く 自 分 自 身 の 活 動 内 容 や 状 態 を 表
す も の が 多 か っ た 。 4 つ の 要 素 す べ て の 記 述 が あ る 保 健
師 は 5 % 未 満 で あ り ，経 験 年 数 が 長 く ，都 道 府 県 に お い て
割 合 が 高 か っ た が ， 要 素 数 と 属 性 と の 相 関 比 お よ び 連 関
係 数 は 0 . 1 未 満 で あ っ た 。 ま た ， 要 素 数 が 減 少 す る に つ
れ ， 主 に 時 間 ， 程 度 ， 成 果 の 内 容 ， 活 動 の 対 象 の 要 素 の
順 に 欠 落 す る 傾 向 が み ら れ た 。 保 健 師 に は ， 対 象 の 具 体
的 な 健 康 課 題 等 の 成 果 の 内 容 と ， そ の 達 成 時 期 お よ び 数
量 的 な 程 度 を 記 述 す る こ と に 課 題 が あ る 可 能 性 が 示 唆 さ
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れ た 。  
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2 )  今 川 洋 子 ， 北 垣 千 絵 ， 太 田 祥 予 ， 他 ． 市 町 村 保 健 婦
活 動 計 画 書 の 現 状 と 今 後 の 課 題 に つ い て ． 北 海 道 公 衆 衛
生 学 雑 誌  2 0 0 0 ;  1 4 ( 2 ) :  1 5 2 - 1 5 7 .  
3 )  安 藤 智 子 ， 吉 本 照 子 ， 杉 田 由 加 里 ． 日 本 の 行 政 保 健
師 が 行 う 地 域 ケ ア シ ス テ ム の 評 価 に 関 す る 文 献 検 討 ． 千
葉 科 学 大 学 紀 要  2 0 1 5 ;  8 :  1 2 3 - 1 3 0 .  
4 )  O k a m o t o  R ,  S h i o m i  M ,  I w a m o t o  S ,  e t  a l .  
R e l a t i o n s h i p  o f  e x p e r i e n c e  a n d  t h e  p l a c e  o f  w o r k  
t o  t h e  l e v e l  o f  c o m p e t e n c y  a m o n g  p u b l i c  h e a l t h  
n u r s e s  i n  J a p a n .  J p n  J  N u r s  S c i  2 0 0 8 ;  5 ( 1 ) :  5 1 - 5 9 .  
5 )  吉 岡 京 子 ， 村 嶋 幸 代 ． 保 健 師 に よ る 地 域 ア セ ス メ ン
ト に 関 す る 文 献 レ ビ ュ ー ． 日 本 地 域 看 護 学 会 誌  2 0 0 6 ;  
8 ( 2 ) :  9 3 - 9 8 .  
6 )  北 園 明 江 ， 二 宮 一 枝 ， 小 野 ツ ル コ ． C o m m u n i t y  a s  
P a r t n e r  M o d e l を 用 い た 地 域 看 護 診 断 実 施 時 の 課 題 ： 加
茂 川 町 に お け る 地 域 看 護 診 断 を 例 に し て ．   岡 山 県 立 大
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学 保 健 福 祉 学 部 紀 要  2 0 0 2 ;  9 :  6 0 - 6 8 .  
7 )  島 田 真 希 ． 計 画 づ く り と 評 価 ： 保 健 師 も 積 極 的 に 関
わ ろ う ！  3 つ の 組 織 が 軸 と な り 推 進 し た 健 康 づ く り 計
画 ：「 新 健 康 お お ぶ 2 1 プ ラ ン 」 の 取 り 組 み ． 保 健 師 ジ ャ
ー ナ ル  2 0 1 6 ;  7 2 ( 9 ) :  7 2 8 - 7 3 3 .  
8 )  日 本 看 護 協 会 ． 平 成 2 1 年 度 先 駆 的 保 健 活 動 交 流 推 進
事 業  保 健 師 の 活 動 基 盤 に 関 す る 基 礎 調 査 報 告 書 ．
2 0 1 0 .  
h t t p s : / / w w w . n u r s e . o r . j p / h o m e / p u b l i c a t i o n / p d f / s e n k u
t e k i / 2 1 - h o u k o k u . p d f（ 2 0 1 6 年 1 2 月 9 日 ア ク セ ス 可
能 ）．    
9 )  総 務 省 ．   目 標 管 理 型 の 政 策 評 価 の 実 施 に 関 す る ガ
イ ド ラ イ ン ． 2 0 1 3 .  
h t t p : / / w w w . s o u m u . g o . j p / m a i n _ c o n t e n t / 0 0 0 2 6 6 2 1 0 . p d f
（ 2 0 1 6 年 9 月 1 0 日 ア ク セ ス 可 能 ）．  
1 0 )  総 務 省 行 政 評 価 局 ．   政 策 評 価 の 標 準 化 ・ 重 点 化 ．
2 0 1 3 .  
h t t p : / / w w w . s o u m u . g o . j p / m a i n _ c o n t e n t / 0 0 0 2 6 6 2 0 9 . p d f
（ 2 0 1 6 年 9 月 1 0 日 ア ク セ ス 可 能 ）．  
1 1 )  岡 本 玲 子 ， 鳩 野 洋 子 ， 小 出 恵 子 ， 他 ． 保 健 活 動 の 必
要 性 を 見 せ る 行 動 尺 度 の 開 発 ． 日 本 公 衆 衛 生 雑 誌  2 0 1 5 ;  
6 2 ( 6 ) :  2 7 1 - 2 8 0   .  
1 2 )  地 方 公 共 団 体 の 職 場 に お け る 能 率 向 上 に 関 す る 研 究
会 ． 地 方 公 共 団 体 の 職 場 に お け る 能 率 向 上 に 関 す る 研 究
会 報 告 書 ： ワ ー ク ス タ イ ル を 変 革 す る 1 0 の ワ ー ク プ レ
イ ス 改 革 ． 2 0 1 2 .  
h t t p : / / w w w . s o u m u . g o . j p / m a i n _ c o n t e n t / 0 0 0 1 5 2 6 1 8 . p d f
（ 2 0 1 6 年 9 月 1 0 日 ア ク セ ス 可 能 ）．  
1 3 )  中 板 育 美 ． 公 衆 衛 生 看 護 活 動 に お け る 評 価 の 現 状 と
課 題 ． 保 健 医 療 科 学  2 0 0 9 ;  5 8 ( 4 ) :  3 4 9 - 3 5 4 .  
1 4 )  松 下 光 子 ， 大 川 眞 智 子 ， 米 増 直 美 ． 市 町 村 保 健 師 に
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有 用 な 活 動 評 価 の 方 法 ． 岐 阜 県 立 看 護 大 学 紀 要  2 0 0 8 ;  
9 ( 1 ) :  3 7 - 4 4 .  
1 5 )    キ ャ ロ ル ・ H・ ワ イ ス ． 入 門 評 価 学 ： 政 策 ・ プ ロ
グ ラ ム 研 究 の 方 法 ［ E v a l u a t i o n :  M e t h o d s  f o r  S t u d y i n g  
P r o g r a m s  a n d  P o l i c i e s  ( 2 n d  e d )］（ 佐 々 木 亮 ， 監 修 ，
前 川 美 湖 ， 池 田  満 ， 監 訳 ）． 東 京 ： 日 本 評 論 社 ． 2 0 1 4 ;  
1 0 8 - 1 0 9 .  
1 6 )  石 﨑 順 子 ， 関  美 雪 ， 頭 川 典 子 ． 保 健 師 の 保 健 計
画 ・ 施 策 化 能 力 ： 新 任 期 保 健 師 の 住 民 ニ ー ズ の 把 握 に 関
す る 能 力 ． 埼 玉 県 立 大 学 紀 要  2 0 0 7 ;  9 :  4 7 - 5 3 .  
1 7 )  佐 伯 和 子 ， 大 野 昌 美 ， 織 田 初 江 ， 他   ． 保 健 福 祉 計
画 策 定 過 程 に お け る 保 健 師 が 認 識 す る 困 難 ． 北 陸 公 衆 衛
生 学 会 誌  2 0 0 6 ;  3 3 ( 1 ) :  4 2 - 4 6 .  
1 8 )  牧 野 由 美 子 ． 健 康 増 進 計 画 の 評 価 と 「 そ の 次 」： 次
期 計 画 に 向 け て 何 を 重 視 す べ き か  地 域 特 性 に 沿 っ た 計
画 策 定 に 向 け て  次 期 健 康 増 進 計 画 を 「 地 域 づ く り 」 に
位 置 づ け て ： 島 根 県 か ら の 報 告 ． 保 健 師 ジ ャ ー ナ ル  
2 0 1 2 ;  6 8 ( 6 ) :  4 9 0 - 4 9 5 .  
1 9 )  上 原 里 程 ， 篠 原 亮 次 ， 秋 山 有 佳 ， 他 ． 市 町 村 に お け
る 「 健 や か 親 子 2 1」 に 関 す る 母 子 保 健 統 計 情 報 の 利 活
用 の 現 状 と 課 題 ： 都 道 府 県 に よ る 集 計 分 析 お よ び 課 題 抽
出 の 支 援 を 受 け た 市 町 村 の 観 察 ． 日 本 公 衆 衛 生 雑 誌  
2 0 1 6 ;  6 3 ( 7 ) :  3 7 6 - 3 8 4   .別 紙 に よ り 投 稿  
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表1　分析対象の属性
ｎ=961
ｎ ％
性別
男 10 1.0
女 942 98.0
未記入 9 0.9
年齢a 41.8±9.9 ( 22-60 )
保健師経験年数a 17.9±10.1 ( 0-38 )
0-5年 151 15.7
6-15年 268 27.9
16-25年 273 28.4
26年以上 269 28.0
所属の設置主体
市町村 523 54.4
政令市等b 280 29.1
都道府県 158 16.4
役職
スタッフ 338 35.2
主任・主査 323 33.6
係長以上 300 31.2
a平均値±標準偏差(範囲)を示す。
属　性
b政令指定都市・中核市・東京特別区・地域
保健法政令市が含まれる。
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表2　各要素の有無別の人数分布と記述内容
ｎ＝961
要素a
記述の
有無
人数
n
割合b
％
記述内容
人数
n
割合c
％
1）担当地区・自治体 380 48.8
　  担当地区・地域，管内，○○市，本町，など
2）事業・対策の対象者や属性 316 40.6
　　特定健診対象者，国保加入者，結核患者，精神障害者，
　　高齢者，乳幼児，40歳以上住民，子育て家庭，など
3）その他 82 10.5
　　保健師，部下，医療機関，関係者，学生など
1）不特定な対象 141 77.0
　　住民，地域，地域住民，など
2）自分自身や事業名等 42 23.0
　　自分自身，母子保健事業において，など
1）健康指標の向上 233 41.2
　　死亡率，罹患率，患者数，介護認定率，健康寿命など
2）行動変容 166 29.4
　　健診受診率，喫煙率，教室や組織活動の参加数，など
3）認知・知識の向上 111 19.6
　　育児不安，障害者理解，健康意識，病気の知識，など
4）その他 55 9.7
　　職場の離職率，仕事の意欲，連携医療機関数，など
1）「どうなる」のみ 203 51.3
　　健康で生活できる，安心して育児ができる，元気で暮らせる町，など
2）自分自身の活動内容や状態 193 48.7
　　健康課題の把握，未受診者の把握，家庭訪問の実施，
　　気軽に相談してもらえる，など
1）期限 24 72.7
　　Ｈ23年度，5年後，10年後，など
2）期間 9 27.3
　　毎年，年間，など
なし 928 96.6 （記述が全くない） － －
1）全・無の率・割合・数 103 57.9
　　100%，0件，ゼロなど
2）特定の率・割合・数 75 42.1
　　50%，2割，1割以上，20%→30%に，300人，3㎏，1年など
なし 783 81.5 （記述が全くない） － －
a 要素：　活動計画等において「活動の対象とめざす成果」の記述に必要な構文要素として以下を設定した。
　①活動の対象：　特定の対象の属性や範囲
　②成果の内容：　「何がどうなる（何をどうする）」という健康課題等の解決・改善内容
　③時間：　「いつ（いつまで）」という成果の期限・期間
　④程度：　「どのくらい」という成果の数・率・割合　
b 要素の記述の有無の割合：ｎ=961を分母とした割合
19.0
81.0
183
778
①
活動の
対象
あり
なし
396
58.8565
③
時間
あり
②
成果の
内容
あり
なし 41.2
④
程度
c 記述内容の割合：要素の記述の有無別の人数を分母とした割合（小数点第1位で四捨五入したため割合の合計が100.0%を
　示さない場合がある）
18.5
3.433
178あり
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表3　記述内の要素数別の人数分布
n＝961
①
活動の
対象
②
成果の
内容
③
時間
④
程度
1 1 1 0 7 4.7
1 1 0 1 140 93.3
0 1 1 1 3 2.0
1 1 0 0 313 96.3
1 0 0 1 5 1.5
0 1 0 1 7 2.2
1 0 0 0 290 80.1
0 1 0 0 72 19.9
b 要素数の割合：　ｎ=961を分母とした割合
c 要素の有無：　1=記述あり，0=記述なし
d 要素の組み合わせの割合：記述内の要素数別の人数を分母とした割合
4 23 2.4 1 1 1 1 － －
記述内の
要素数a
人数
n
割合
b％
要素の有無c
人数
n
割合d
％
3 150 15.6
2 325 33.8
1 362 37.7
0 101 10.5
a 記述内の要素数：　「活動の対象とめざす成果」の一連の記述内での，
要素の「記述あり」の合計数
0 0 0 0 － －
23 
 
 
 
 
 
表4　記述内の要素数別の属性分布と関連
n = 961
中央値
25-75
パーセンタイ
ル
相関
比η
人
数
ｎ
割合
％
人
数
ｎ
割合
％
人
数
ｎ
割合
％
要素数4 22 16 - 28 8 1.5 9 3.2 6 3.8
要素数3 17 10 - 25 86 16.4 37 13.2 27 17.1
要素数2 18 11 - 27 168 32.1 103 36.8 54 34.2
要素数1 17   9 - 27 198 37.9 102 36.4 62 39.2
要素数0 15   7 - 25 63 12.0 29 10.4 9 5.7
a 記述内の要素数：　　「活動の対象とめざす成果」の一連の記述内での，要素の「記述あり」の合計数
記述内の
要素数a
保健師経験年数
所属の設置主体
市町村
(n=523)
政令市等
(n=280）
都道府県
(n=158) Cramer
連関
係数
V
0.082 0.077
